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The study examined the relationship between breakfast habits of 5-6 year old children,
particularly their vegetable intake, sleeping habits, daily rhythm and dietary awareness of
their parents. The subjects were children attending ‘H’ Kindergarten in Aichi Prefecture and
their parents, with results obtained in an anonymous survey conducted in February 2019.
The questionnaire topics included breakfast habits, family vegetable consumption, mother’s
dietary awareness, sleeping habits, and circadian type. Data was collected from 178 children
aged 5-6, and their mothers.
It was found that 96.6% of children have breakfast daily, with 71.9% having breakfast at a
regular time daily, and 29.2% having breakfast that contained a staple dish, main, and side
of vegetables. Children who consumed more than one serving of vegetables a day went to
bed and woke up earlier, as well as their mothers, and were morning-typed compared with
children who did not. Children whose mothers had an awareness of nutrition, and tried
various ways of cooking vegetables their children did not like, tended to eat more than one
serving of vegetables at breakfast. Results suggest that when a child consumes vegetables at







































を週にどのくらいとりますか」の質問に対して、「毎日」「週 5～6回」「週 3～4回」「週 1～2回」



























版（7項目）（Harada et al., 2007）を用いた。普段の生活リズムに関する 7つの質問（4択）の合
計得点（7～28 点）で、低いほど夜型、高いほど朝型傾向を示す。
３．解析方法
年齢、性別、子どもの野菜の好き嫌いの有無に関する項目に欠損のない 5～6 歳児 178 名（男
92 名、女 86 名）とその母親 178 名（20～49 歳）のデータを分析した。本調査では、父親が回答し
ているケースが少なく、条件をできる限り揃えるために解析から除外した。統計解析には IBM













子どもは 178 名（男 92 名（51.7％）、女 86 名（48.3％））で、年齢は 5歳が 85 名（47.8％）、6
歳が 93 名（52.2％）であった。母親の年代は、20 歳代が 6名（3.4％）、30 歳代が 115 名（64.6％）、
40 歳代が 57 名（32.0％）であった。
２．朝食習慣
朝食を必ずとる、毎日定時にとる、および主食・主菜・副菜が揃った食事をとる頻度が毎日で
ある子どもは、各々 172 名（96.6％）、128 名（71.9％）および 52 名（29.2％）であった。また、
共食の頻度が週 5回以上であると答えた子どもは、122 名（68.5％）であった。
３．子どもの野菜摂取状況
子どもの 3食における野菜の摂取量は、朝食では 0皿（50.5％）、昼食では 1～2皿（82.6％）、
夕食では 1～2皿（53.1％）が各々最も回答が多かった（表 1）。野菜を摂取する意欲に関しては、












たい」が 91 名（77.8％）、「外食には野菜が多いものを選んだりしたい」が 36 名（30.8％）であっ
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表 2-a. 子どもの野菜摂取状況
表 2-b. 嫌いな野菜リスト（自由記述 *）
５．子どもの朝食における野菜摂取量と子どもの朝食習慣および母親の食意識
子どもの朝食習慣および母親の食意識の各項目について、子どもの朝食での野菜摂取量を 0皿
（とらない）と 1皿以上の 2群に分けて比較した結果を表 4に示した。6歳児（40.9％）より 5歳
児（58.8％）の方が、朝食で 1皿以上の野菜を摂取する割合が高かった（p = 0.024）。子どもの朝
食習慣では、主食主菜副菜が揃った食事をとる頻度が週 5回以上の子どもは週 4回以下の子ども
より 1皿以上の野菜を摂取する割合が高かった（p < 0.001）。同様に、野菜を自分から食べる子
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表 3. 母親の野菜摂取状況および食意識
どもの方が 1皿以上の野菜を摂取する割合が高かった（p = 0.007）。一方、母親では、子どもに嫌
いな野菜を食べてもらう工夫をしている方が 1皿以上の野菜を摂取している割合（p = 0.049）や、







族の健康（p < 0.01）、多くの食品の利用（p < 0.01）を重視していた。
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表 4. 朝食での野菜摂取量（皿数）別、子どもの朝食習慣および母親の食意識との関連
７．子どもの朝食における野菜摂取量と睡眠習慣および概日タイプ度
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